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推薦論文

音声認識で生成した英語字幕による
英語理解向上の測定実験

下 郡 信 宏†1 坪 井 創 吾†1,∗1

英語を母国語としない人が英語で会話を行う際に，音声認識によって自動生成され
た英語字幕を提示すると，理解度が向上するか実験により調べた．55 名の英語能力
の異なる被験者に対し TOEICのリスニング試験を，音声認識特有の誤りを含む字幕
を提示しながら行った．その結果，TOEIC レベル C（470～730 点）の被験者に単
語正解精度 80%以上の字幕を提示した場合に成績が有意に向上した．TOEICレベル
Cは日本人受験者の約半数が属するレベルであり，単語正解精度 80%は現在の音声認
識システムを注意して使用すれば達成可能な精度であることから，音声認識によって
自動生成された英語字幕でも会話の理解を支援することが十分に可能であることが確
認できた．

Measuring the Effect of ASR Generated English Captions

Nobuhiro Shimogori†1 and Sougo Tsuboi†1,∗1

We conducted an experiment to determine whether caption created by auto-
matic speech recognition (ASR) will help non-native English speakers under-
stand English conversation. 55 subjects with different English skill took the
TOEIC listening tests while showing caption which includes recognition errors
typical to ASR. There was significant difference when captions with accuracy
more than 80% was presented to subjects with level C (score 470–730) on the
TOIEC proficiency scale. Since about 50% of the Japanese TOEIC examinee
fall under level C, and accuracy 80% can be achieved by current ASR technol-
ogy, we conclude that caption generated by ASR is useful to non-native English
speakers to understand English conversation.

1. は じ め に

英語を母国語としない人が英語で会議を行うには多大な苦労をともなう．会議の内容を理

解するのに余計に時間を要したり，会議の内容が正しく伝わらなかったりする場合もあり，

母国語での会議に比べて非効率になりがちである．国際会議のような大きな会議であれば通

訳を介して各出席者が母国語で円滑に会議を進めることもできるが，一般のビジネスでの会

議ではコストがかかりすぎるため通訳を利用するのは難しい．グローバル化が進み，海外と

のやりとりが増加するなか，英語を母国語としない人が英語で会議を行いやすくする安価な

支援システムが求められている．

このような問題を解決するため，機械に通訳をさせる音声翻訳の研究も行われている1),2)．

音声翻訳では各人の発言を音声認識で機械に認識させた後に機械翻訳で対話相手の言語に

翻訳する．音声翻訳では，音声認識の際に発生した誤認識を含む文を翻訳するため，機械翻

訳による誤訳も含めて，最終的な出力に多くの誤りが含まれやすくなる．このため，ビジネ

スでの実用に耐えるほどに十分な精度は得られていない3)．

そこで，我々は英語字幕に着目した．英語での発言を音声認識システムでテキスト化して

英語のまま表示するシステムを検討している．英語での発言をテキスト化することで，英

語で聞き逃した箇所を文字で確認できるため，理解度が向上することが期待できる．また，

翻訳せずに英語のまま利用するため，機械翻訳の精度は問題にならない．さらに，英語を母

国語とする人が自分の発言をテキストで確認して，不明瞭だった箇所を認識してはっきり言

い直すことで，コミュニケーションが容易になることが期待できる．

しかし，音声認識システムの認識精度には限界があり，講義や会議における発話の認識率

が近い将来に劇的に向上するのは当面は難しい．誤認識を含む字幕であっても，理解の支援

として有効であるか確認する必要がある．

本研究では外国人，特に日本人であっても英語字幕があれば英語の理解度が向上すること

を確認する．さらに，音声認識特有の誤認識が含まれていても英語字幕があった方が英会話

の理解度が向上するユーザ層が存在することを確認し，作成するシステムの目標性能を得る
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ための実験を行った．

2. 関 連 研 究

英語を母国語としない人に，音声と一緒に英語の字幕を表示すると理解度が向上するこ

とは以前より知られている．Garzaは第二外国語として英語を学習している成人を観察し，

字幕によりリスニングの理解度が向上すると報告している4)．また，Huangらも英語を第

二外国語とする学生を対象にテレビの字幕（Closed Caption）がリスニングの理解度に与

える影響を調査し，リスニングの理解度が向上するだけでなく，語彙獲得能力も向上してい

ると報告している5)．しかしこれらの研究では誤りが含まれない完全な字幕を用いているた

め，音声認識によって自動生成された，誤りを含む英語字幕でも同様にリスニング能力が向

上するかは明らかではない．また，テレビ放送などの字幕は，一般的に発話が開始される直

前，または発話開始と同時に表示される．このため，発話を聞きながら字幕を追いかけるこ

とが可能である．しかし，音声認識を用いて生成した字幕は発話が終わらないと表示されな

い．したがって，利用者には字幕が遅れて表示されるように見える．このような状況で理解

度が向上するかも明らかではない．

音声認識を用いて聴覚障害者のために字幕を自動生成する研究が従来より行われている．

たとえば，音声認識を用いてテレビ放送用の字幕を生成する研究が行われてる6)．松井らは

発話内容を音声認識システムが認識しやすいように言い直すリスピーク方式により実用に

耐える方式を提唱している7)．さらにニュース原稿が利用できるアナウンサの発言はそのま

ま音声認識を利用し，インタビュの部分など音声認識だけでは誤認識が増える部分はリス

ピーク方式で字幕を生成するハイブリッド方式なども提案されている．これらのシステム

は放送に利用できる高品質な字幕を早く，簡単に生成することを目的にしている．しかし，

訓練されたリスピーカなどを必要としており，認識精度は高いが，一般のビジネスシーンで

利用できるほど手軽ではない．

もっと手軽なシステムとしては聴覚障害者が高度な専門教育を受けられるように，大学の講

義の内容を音声認識で表示する試みが行われている．Liberrated Learning Project（LLP）

では，複数の話者の発話を音声認識でテキスト化して表示するシステムを開発している8)．

類似するシステムとして，Munteanuらは録画された講義を後から検索して利用しやすく

するために，音声認識を利用している9),10)．この研究の中で，録画された講義の内容を音

声認識で書き起こしたテキストを付加してビデオとともに学生に与えた．筆者らは，録画さ

れた講義時間よりも短い時間で講義内容を理解し，試験問題に答える実験を行った．この中

で，Word Error Rate（WER）25%以内なら音声認識によるテキストがあった方が成績が

向上することが確認されている．

これらのシステムは，英語を母国語とした学生を対象としており，英語を母国語としない

人が利用した場合の効果は明らかではない．したがって，以下の実験では，音声認識による

誤りを含む英語字幕を，英語を母国語としない日本人に提示した場合に，理解度が向上する

かを検証する．

3. 実 験

字幕の有無や字幕の認識精度の違いによって英語での発言の理解度がどの程度変わるかを

測定する実験を行った．実験では被験者に 4つの字幕環境で TOEICのリスニング試験を

受けてもらい，成績の変化を測定した．

TOEICのリスニング試験は実際の会議でのやりとりとは設定が異なるが，英語の理解度

を測定するための試験として確立しているため，定量的に理解度を測定するのには有効で

ある．

実際の会議では聞き取り以外の要因が理解に影響を及ぼすが，TOEICを使用することで

これら，聞き取り以外の要因を排除することができるため，音声認識による英語字幕の効果

を測定する基礎的実験として有効な設定と考えた．

この実験で検証したい仮説は以下の 3つである．

（仮説 1） 英語があまり得意でない人に字幕を提示すると理解度が上がる．

（仮説 2） 英語力の高い人は字幕を表示しても成績は変化しない．

（仮説 3） 認識精度の悪い字幕を提示すると，逆に成績は悪くなる．

仮説 1では英語字幕がプラスに働く人が存在すること，仮説 2では英語力の高い人には

英語字幕がマイナスに働かないこと，そして仮説 3では認識精度が悪すぎるとマイナスに

働く場合があることを確認している．すなわち，3つの仮説が支持されれば，一定以上の認

識精度が達成できれば，英語字幕は役に立つことが検証できる．以上の 3つの仮説を検証す

るために以下の実験を行った．

3.1 被 験 者

被験者は 55名．TOEICを 2年以内に受験し，トータルスコアが 220以上の人を対象と

した．スコア 220以下は TOEIC公式の TOEIC PROFICIENCY SCALE 11) でレベル E

に該当し，「コミュニケーションができるまでに至っていない」と判定される人であるため，

被験者の対象から除外した．また，実験で使用する市販の問題集を使用していないことを確
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認してある．被験者は TOEICのレベルが A～Dの 4つのレベルで，各レベルの被験者数

ができるだけ同数となるように集めた．被験者の TOEIC レベルは自己申告された点数に

基づいて分類した．被験者には実験への参加報酬を支払った．被験者の属性は以下のとおり

である．

レベル：A 11名，B 13名，C 16名，D 15名，E 0名

性別：男性 33名，女性 22名

年齢：20代 12名，30代 16名，40代 25名，50代 2名

3.2 試 験 問 題

試験問題には TOEICの実施団体である Educational Testing Serviceが出版する最新の

公式問題集12) を利用した．この問題集には TOEICの模擬試験問題が 2回分含まれている．

2回分の模擬試験のうち，Part 2のリスニングの試験問題を 30問ずつ，合計 60問を使用

した．TOEICの Part 2は短い文章が読み上げられ，その文への応答が 3文読み上げられ，

3文の中から最初の文章への応答として最も相応しい文章を選択する形式の問題である．音

声以外に手がかりはなく，会話を理解する能力を問われる試験であるため，会議での会話理

解力を調べるには最も適している．

以下は試験問題の例である．以下の 4文が音声のみで読み上げられる．

Did you make a dinner reservation?

(A) I prefer fish.

(B) Flight 261 to Osaka.

(C) Yes, it’s at 7 o’clock.

上記の問題の場合，(C)が正解である．

3.3 字 幕

60問の試験問題を 15問ずつ 4つのグループに分割してそれぞれに認識精度の異なる字

幕を付けて実験を行う．字幕は以下の 3種類を用意した．

( 1 ) 誤りを含まない精度 100%の字幕

( 2 ) 誤りを 20%含む精度 80%の字幕

( 3 ) 誤りを 30%含む精度 70%の字幕

さらに，基準とするために通常の TOEIC試験と同じ環境である「字幕なし」を含めて 4

種類の字幕環境を使用した．

試験問題の 4つのグループに 4種の字幕環境を用意し，試験問題のグループと字幕の種

類の組合せが被験者ごとにできるだけ重複しないようにした．字幕の精度は音声認識の研究

で一般的に用いられている以下の正解精度を利用した：

正解精度 = (正解単語数−挿入誤り数) ÷全単語数× 100 (%)

字幕に含まれる誤りは音声認識システムが起こす誤認識と同様の誤りを混ぜるために，音

声認識システムに問題文と選択肢を読み上げて音声認識させることで再現した．読み上げ

は英語を母国語とする人を用意できなかったため，TOEIC 950 点のネイティブに近い人

で代用した．音声認識システムにはドラゴンスピーチ 2005（Dragon Naturally Speaking

2005）13) を使用した．付属のトレーニングツールで，事前に音声認識システムの辞書を，2

時間程度学習させている．音声認識により得られた誤りの混じったテキストは精度が 70%以

下であったため，誤認識した箇所を正解に戻すことで，正解の量を調整して 15問の合計で

精度 70%と精度 80%の字幕を作成した．なお，調整に際して，間違いに偏りが起きないよ

うに，1問の中に間違いが最低 1つ存在するようにした．1問とは問題文と回答の選択肢の

3文の合計 4文からなる．

以下が問題のサンプルである．

精度 100%

Don’t you need a ticket for the show?

(A) I already have one.

(B) Yes, I think it might snow.

(C) I took the train.

精度 80%

Don’t you need a ticket for the show?

(A) I already have on.

(B) Yes, I think it might snow.

(C) I took the train.

精度 70%

Don’t you need a ticket for the show

(A) I already have on.

(B) Yes, I think it might snow.

(C) I looked the train.

注）下線は誤認識箇所を表すが，実験時に被験者には提示していない．

被験者はヘッドホンを使用して問題文を聞いている．被験者の前にはディスプレイが設置

されており，字幕を提示する設定では問題文が 1文，ヘッドホンから流れ終わると，時間を
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図 1 実験風景
Fig. 1 Experiment environment.

おかずに字幕が表示される．ただし，通常の映画などの字幕とは違い，1文を読み終わるま

では字幕は表示されない．これは音声認識システムを利用した字幕システムの実際の動きを

再現するためである．

字幕は 1行 40文字，最大 4行まで表示される．新たに行を追加して表示すると，上にス

クロールして一番上の行が消える．

3.4 実 験 手 順

被験者は最初に 15 問の練習問題を行う．練習では字幕なし 3 問，字幕精度 100% 4 問，

字幕精度 80% 4問，字幕精度 70% 4問の順に問題が提示される．字幕の精度が切り替わる

たびに字幕生成システムが変わったと利用者には画面上で通知した．これにより字幕生成シ

ステムにより誤認識の量が異なることを意識させた．

練習が終わると，音量や座席の最終調整と質問のための時間がとられる．続いて，本番

の実験に入る．15問の問題を字幕なし，字幕精度 100%，字幕精度 80%，字幕精度 70%の

いずれかの字幕環境で行う．これを 1セットと呼ぶ．1セット終了後にアンケートに回答す

る．アンケート終了後に次のセットを異なる字幕環境で行う．以上を繰り返し，4セットで

4種すべての字幕設定を完了させる．後の集計で使用するために，各問題を解答すると同時

に，字幕を参考にした場合には解答用紙の各問の回答欄の横に設けられたチェックボックス

に印を入れるように指示した．実験風景を図 1 に，字幕表示画面を図 2 に示す．

3.5 アンケート

各セット終了後に被験者の主観的な評価を取得する目的で以下のようなアンケートを行った．

• 字幕を参考にしましたか

図 2 字幕表示画面
Fig. 2 Caption display screen.

( 1 ) 毎回参考にした

( 2 ) ときどき参考にした

( 3 ) あまり参考にしなかった

( 4 ) まったく参考にしなかった

• 字幕は正確でしたか
( 1 ) とても正確だった

( 2 ) ほぼ正確だった

( 3 ) あまり正確でなかった

( 4 ) まったく正確でなかった

( 5 ) 分からない

また，4セットすべてが終了した後に以下のアンケートを行った．

• 字幕は役に立ちましたか
( 1 ) とても役に立った

( 2 ) ある程度役に立った

( 3 ) あまり役に立たなかった

( 4 ) まったく役に立たなかった（必要なかった）

• 英語の会議に出席した経験はありますか
( 1 ) ない

( 2 ) ある
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• 英語の会議でこのように字幕が出るとしたら役に立つと思いますか
( 1 ) とても役に立つと思う

( 2 ) ある程度役に立つと思う

( 3 ) あまり役に立たないと思う

( 4 ) まったく役に立たないと思う

4. 結 果

4.1 仮説の検証

3つの仮説の結果を確認する．

（仮説 1） 英語があまり得意でない人に字幕を提示すると理解度が上がる．

図 3 は TOEICレベル別，字幕環境別の成績の平均を表すグラフである．各セット 15問

であるため 15点満点である．字幕をまったく参考にしなかったとアンケートで回答した被

験者を除いてある．このため集計数は被験者数と一致しない．字幕を参考にしなかった場合

は，字幕の影響が表れずノイズとなってしまうため，字幕を 1度も参照しなかったと回答し

た被験者は集計から取り除いた．

図より，レベル A，Bの被験者グループでは字幕の有無にかかわらず正解数が 13～14と

高いことが分かる．これらの被験者グループでは字幕による有意な差は見られない．一方，

レベル Cの被験者グループでは，字幕なしと字幕精度 80%で有意水準 1%で有意差があり，

図 3 レベル別，字幕環境別の成績
Fig. 3 Test score by skill level and recognition accuracy.

また，字幕なしと字幕精度 100%で有意水準 5%で有意差が確認できた．したがって，あま

り英語が得意でない TOEICレベル Cの人に精度 80%以上の字幕を提示すると理解度が上

がることが確認できる．これにより仮説 1は支持された．

加えてTOEICレベルDの被験者グループでは字幕なしと字幕精度 100%で有意水準 5%で

有意差が確認できたが，字幕なしと字幕精度 80%では有意差がなかったため，レベル Dの

人は認識精度 80%よりも高い精度の字幕でなければ理解度が向上しないことが分かる．

続いて，仮説 2を検証する．

（仮説 2） 英語力の高い人は字幕を表示しても成績は変化しない．

すでに説明したとおり，図 3 において，レベル Aとレベル Bの被験者グループはいずれ

の字幕精度でも有意差が見られない．したがって，レベル B以上に英語力の高い人は字幕

を表示しても成績は変化するとはいえない．よって仮説 2も支持された．これにより精度が

悪い字幕を提示してもレベル B以上に英語力の高い人の理解力に悪影響を与えることがな

いことが分かる．

最後に仮説 3を検証する．

（仮説 3） 認識精度の悪い字幕を提示すると，逆に成績は悪くなる．

いずれのレベルの被験者グループでも字幕なしと字幕精度 70%では有意差は見られない．

したがって，70%の認識精度では悪影響があるとはいえない．今回の実験では仮説 3は支持

されなかった．

4.2 アンケート結果

各セット終了後に行ったアンケートの結果についてまとめる．回答用紙の回答欄の横に，

問題ごとに字幕を参考にしたか否かを記すチェックボックスが設けてあり，字幕をまったく

参考にしなかった被験者を集計結果から除外するのに用いた．また，被験者が英語を理解す

るのに字幕を参考にしていることを確認するために字幕を参考にしたか否かを聞いている．

図 4 はレベル別に字幕を参考にした数の平均を表している．この結果から TOEICのレ

ベルが低いほど，字幕を参考にする割合が多いことが分かる．また，字幕精度は 100%だと

参考にされる割合が高まる．図 5 はアンケートから得た字幕を参考にした度合いの結果で

ある．図 4 に示す実際の参照数と同様に TOEICのレベルが低いほど，また字幕精度が高

いほど参考にする割合が高まっており，これは仮説 1を裏付ける結果となっている．

次にすべてのセッションが終わった後に行った最終アンケートの結果についてまとめる．

被験者の英語字幕の有用性に関する主観評価が試験の成績と乖離していないことを確認す

るために，アンケートを行っている（全体を通して字幕は役に立ちましたか）．
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図 4 レベル別字幕参照数の平均
Fig. 4 Actual times caption was used.

図 5 字幕参照度合い
Fig. 5 Caption usage.

「とても役に立った」「ある程度役に立った」を合わせると全体では 6割弱が役に立ったと

回答した．傾向として TOEICのレベルが低いほど「役に立った」と回答する割合が高い．

レベル Aでは「とても役に立った」との回答が 0件であるのに対し，対称的にレベル Dで

は「まったく役に立たなかった」が 0件であった．この結果も仮説 1と仮説 2を支持する

ものとなっている（図 6）．

役に立った/立たなかった理由を見ると，役に立たなかった理由としては，字幕システム

図 6 全体を通して字幕は役に立ちましたか
Fig. 6 Was the caption useful ?

に起因するもの（タイミング，精度など），英語レベルに起因するもの（問題が簡単で不要，

見ても意味をつかめないなど），および，字幕の利用そのものについて（見る/聞くが両立で

きない，読むのは時間がかかるなど）の内容がある．

• 役に立った
– 聞き逃した単語を確認できる

– 内容を理解するのに参考になった

• 役に立たなかった
– 間違いがある/間違いがあると混乱する

– 気が散る/聞く方に集中できない

– 聞く・見るが両立できない

– 読むのは時間がかかる

– タイミングが遅い

– 問題が簡単なので不要（レベル A）

– 難しい英文だと見てもすぐに意味をつかめない（レベル D）

（字幕は正確でしたか）

字幕がどの程度正確と感じたかを比較すると図 7 のようになる．字幕精度 80%で TOEIC

レベル C，Dの人の中に「とても正確だった」と回答している人が存在する．字幕が「とて

も正確であった」，または「ほぼ正確であった」とするレベル Dの被験者の割合は字幕精度

70%と 80%であまり差がないが，レベル Cの被験者では「とても正確であった」とした被

験者が 0人であり正確であったとする被験者の割合が大きく減る．レベル Cの被験者は字

幕の間違いに気づき，間違っていない箇所だけを選り分けて利用できていると考えることが

できる．
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図 7 字幕は正確でしたか
Fig. 7 Was the caption accurate ?

図 8 英語の会議で役に立つと思いますか
Fig. 8 Will captioning help in an English meeting ?

英語会議経験者に「英語の会議でこのように字幕がでると役に立つと思うか」を聞いた．

全体では，「とても役に立つと思う」「ある程度役に立つと思う」合わせて 8割弱が役に立

つと回答した．逆に「まったく役に立たないと思う」の回答は 0件であった（図 8）．

個別の意見を見ると，役に立つ理由としては，TOEICテスト時と同様，

• 聞き逃したところの確認に役立つ
• 出席者に英語力のばらつきがあるので補助機能として
などの意見があったが，「正確であれば」の条件つきのコメントも多い．役に立たない理由，

懸念点，要望としては，

• 間違いが多いと誤解につながる
• タイミングが悪い

• 非ネイティブの国では精度が悪くなるのでは
• その場で聞き返せる状況であれば不要
• 表示行数を多くしてほしい
• 文書化，議事録として利用できるとよい
などがあげられており，認識精度に対する懸念が強いことが分かる．

5. 考 察

実験の結果より TOEICレベル Cの被験者に正解精度 80%の字幕を提示すると成績が向

上することが確認できた．TOEICのレベル Cは日本の受験者の約 50%が該当するレベル

である14)．また，字幕の正解精度 80%とは現状の音声認識システムで英語を母国語とする

人がヘッドセットなどを利用した理想的な音環境で丁寧に話せば達成可能な認識精度であ

る．TOEICの受験者の母体が英語で会議をする人の母体と一致すると仮定すれば，現行の

技術で英語字幕システムを提供すれば日本人の約半数に効果があるシステムが提供できる

ことが分かった．

今回の実験ではレベルDは字幕精度 100%でのみ効果が現れたが，字幕精度 80%と 100%の

間で効果がある可能性も残っている．今回の実験で，字幕精度 90%の問題を作ろうとする

と，誤認識を含まない問題ができてしまうため，字幕精度 90%での実験を行うことができ

なかった．異なる問題を利用して，エラーを一様に分散させつつも字幕精度 90%の問題を

作成できるように実験方法を工夫する必要がある．

被験者のレベル分けは自己申告に基づいて行ったが，これがノイズとなった可能性がある．

また，TOEICの総合点ではなく，リスニングの点数だけであらかじめレベル分けを行った

方が，精度が高まった可能性がある．

認識精度 70%（WER 30%）では効果がなかったが，認識精度 80%（WER 20%）では

効果があったことは，Munteanuらの結果9) のWER 25%以内ならば有効とした結論と一

致する．英語を母国語としない被験者であり，また，タスクも異なるにもかかわらず同じ結

果が出たことに関して，今後さらに調べる必要がある．

レベル Cで字幕精度 100%の点数とレベル Bで字幕なしの点数ではレベル Bの平均点の

方が高いことが興味深い．残念ながら，有意差は得られていないが，ここに差が確認できれ

ば，レベル Cの利用者には完璧な英語字幕を提供してもレベル Bの能力を得ることはでき

ないことを意味しており，レベル Bの能力にまで押し上げるには，翻訳機能を提供しなけ

ればならないことになる．自己申告によるレベル分けがノイズとなっている可能性があるた
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め，今後さらに詳しく実験していきたい．

最後に，図 7 において，字幕精度が 100%であるにもかかわらず，「とても正確だった」と

した人がレベル Dを除いて 30%に満たない．被験者が単に最高点を付けるのを躊躇しただ

けか，字幕の表示タイミングが遅いために減点されたものか，もしくは字幕の精度をいくら

向上させても利用者を完全に満足させることができないことを意味しているのか，さらなる

検証が必要である．

6. お わ り に

80%の認識精度の字幕を提示することで TOEICレベル Cの被験者の理解度が向上する

ことが確認できた．認識精度 80%とは現行の音声認識システムでも英語を母国語とする発

話者がヘッドセットなどを使った良好な音質で，さらにシステムが理解しやすいように丁寧

に発話すれば実現可能な精度である．また，TOEICレベル Cは日本の TOEIC受験者の

約 50%が属するレベルである．したがって英語を母国語とする人との英語での会議におい

て，音声認識による英語字幕による支援が，有効であるターゲットユーザが存在することが

確認できた．実際の会議は今回の実験と異なり双方向のやりとりが発生するため結果も異な

ると考えられる．今後は，音声認識を用いた字幕システムを実際の会議で試用し，その効果

を検証していく予定である．
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(平成 22年 6月 3 日採録)

推 薦 文

日本人が外国人と英語で会議を行う場面で，音声認識による英語字幕を提示する効果を測

定した研究である．音声認識によって自動生成した英語字幕は一般のテレビや映画などに

表示される字幕と異なり，認識誤りや表示の遅延などが生ずるという欠点がある．しかし，

そのような欠点があっても，音声認識により生成した字幕を提示した方が会話の理解が有意

に向上することを実験により明らかにした有用性に富んだ論文である．

（マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2009）シンポジウム

プログラム委員長 土井美和子）
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